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　❽月❶❺日㈭、いろり火の里なの花ホールで二
は た ち

十歳のつどいを開催しま
した。
　式典では、実行委員長の齋藤大成さんが代表して謝辞と決意を述べま
した。参加者や恩師らは式典後、交流会を楽しみ、会場は笑顔であふれ
ました。
　ここでは、二十歳のつどいの様子を写真で紹介します。

【写真特集】

未来へ羽ばたく 二十歳のつどい

横山地区…2❽人
東郷地区…❶❸人
押切地区…❸❶人

※計❼2人のうち❺❾人が参加

【二十歳のつどい対象者】
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恩師と一緒に

タイムカプセル

交 流 会



₄

　8月24日㈯、いろり火の里なの花ホールとその周辺を会場に、第16回みかわまち納涼祭が開催されま
した。
　実行委員長の菅原信広さんは、「天候が心配だったが、無事開催できた。例年通りの盛り上がりだ」と、
満足そうに話していました。多くの来場者でにぎわったイベントの様子を写真で紹介します。

▲���納涼祭の写真を公開しています。
　　（三川町公式LINEアカウントへ
　�　「みかわまち納涼祭」とメッセージ
を送ってください。）

三川町公式
LINEアカウント
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町長コラム
「誠・心・誠・意」

学校運営
協議会より

災
害
へ
の
備
え
を

　

こ
の
た
び
の
「
令
和
６
年
７
月
25
日
か

ら
の
大
雨
」
に
お
い
て
、
本
町
で
は
内
水

氾
濫
が
発
生
し
、
一
部
住
宅
地
の
ほ
か
、

農
地
な
ど
が
広
く
冠
水
し
ま
し
た
。
建
物

被
害
は
21
件
確
認
さ
れ
、
農
業
被
害
に
つ

い
て
は
、
被
害
面
積
・
被
害
額
を
今
な
お

調
査
中
で
す
（
９
月
１
日
現
在
）。

　

庄
内
地
域
で
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た

の
は
酒
田
市
で
、
１
人
の
死
者
が
出
た
ほ

か
、
住
宅
等
被
害
は
２
，
２
４
７
件
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
（
８
月
28
日
現
在
）。

　

町
で
は
、
大
規
模
災
害
時
の
協
定
等
に

基
づ
き
、
保
健
師
な
ど
の
職
員
を
酒
田
市

に
派
遣
し
、
他
自
治
体
の
応
援
職
員
と
と

も
に
支
援
業
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

三
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
職
員
が

交
代
で
、
酒
田
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
大
雨
を
は
じ
め
自
然
災
害
が

多
発
し
、
本
町
に
お
い
て
も
避
難
指
示
の

発
令
が
ま
れ
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
本

町
に
お
け
る
災
害
の
少
な
さ
な
ど
に
よ
り
、

地
域
の
防
災
に
対
す
る
意
識
に
は
差
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

町
で
は
、
町
内
会
に
組
織
さ
れ
た
自
主

防
災
会
の
訓
練
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、

支
援
数
は
例
年
６
～
８
と
少
な
い
状
況
で

す
。
気
象
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
進

む
現
代
に
お
い
て
、
個
人
の
防
災
意
識
の

向
上
と
、
自
主
防
災
会
の
機
能
向
上
や
重

要
性
の
再
認
識
は
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
も
防
災
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
、
災
害
に
対
す
る
備

え
や
、
自
主
防
災
組
織
と
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
な
が
ら
、
防
災
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

全
戸
配
布
し
て
い
る
「
三
川
町
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
今
一
度
ご
確
認
い
た
だ
き
、

避
難
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
各
家
庭
に
お

い
て
必
要
な
こ
と
の
書
き
足
し
や
、
点
検

な
ど
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
食
料
や
飲
料
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
で
「
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
（
循
環
備
蓄
）」
な
ど
で

備
蓄
を
し
、
避
難
す
る
際
は
そ
れ
ら
の
持

参
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
核
家
族
化
や
生
活
・
仕
事
の
都
市
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
た
た
め
、
地
域
の
人
と
人
を
つ
な
ご
う
と
す
る
動
き
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
学
び
を
通
し
た
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
そ
の
変
化
を
紹
介
し

ま
す
。

☆
地
域
学
校
協
働
活
動

　

三
川
町
で
は
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
、
放
課
後
な
ど
に
学
習
や
体
験
・
交
流
活

動
を
行
う「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
開
放“
学
校
で
遊
ぼ
う
”は
、 

そ
の
事
業
の
一
つ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
各
小

学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
探
究
的
な
学
習
へ

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ
た
学
習
は
、
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
そ
の
多
く
が
学
校
と
地
域
の
方
だ
け
で
、「
ど
の
よ
う
な
学
び
や
体
験
を
さ

せ
た
ら
よ
い
か
」を
考
え
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
、
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
疑
問
や
課
題
か
ら
学
び
を
始

地ふ
る
さ
と域
へ
思
い
を
寄
せ
る
こ
ど
も
の
育
成

▲�中庭に敷いた大きなブルー
シートの上で、スライディン
グや水風船を楽しみました。

東郷小学校
「びしょびしょ大運動会」

▲�ハサミやカッターを使って作っ
たペットボトルロケットが飛
ぶと歓声が湧きました。

押切小学校
ペットボトルロケット作り

▲�令和6年7月25日からの大雨により、
　本町では広い範囲で農地や道路が冠水した



7 2024.9.15

め
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
情
報
を
収
集
し
て
ま
と
め
、
発
表︵
発
信
︶す
る
と
い
う「
探

究
的
な
学
習
」で
す
。

　

探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
課
題
に
合
わ
せ
て
地
域
の
協
力

者
を
探
し
、
地
域
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
学
び
を
深
め
て
い
ま

す
。

☆﹁
三
川
ふ
る
さ
と
学
習
﹂の
充
実

　

ま
た
、
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、「
三
川
ふ
る
さ
と
学
習
」の
重
点
的
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
学
習
は
、
三
川
町
の
歴
史
や
文
化
、
風
習
、
産
業
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
探
究
的
な
学
習
で
す
。

　

こ
の
学
習
で
は
、
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
地
域
に
拡
大
し
、
地
域
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
知
識
と
生
活
を
結
び

つ
け
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
に
向
け
て
発
信
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
変
化
す
る
農
業
体
験
学
習

　

各
小
学
校
の
農
業
体
験
学
習
に
も
、
探
究
的
な
学
習
方

法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
農
業
体
験
学
習
は
、
田
ん
ぼ
に
入
り
、
土

の
感
触
を
知
り
、
作
業
の
大
変
さ
や
先
人
の
苦
労
を
知
る

「
体
験
重
視
」の
学
習
で
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
米
づ
く
り
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

見
つ
め
、「
三
川
産
の
美
味
し
い
米
を
広
く
伝
え
た
い
」「
米

づ
く
り
に
必
要
な
水
源
や
環
境
を
知
り
た
い
」「
最
先
端
の

機
械
化
農
業
を
知
り
た
い
」「
日
本
一
の
お
に
ぎ
り
づ
く
り

へ
挑
戦
し
た
い
」な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
感
じ
る
疑
問
や
課

題
に
合
わ
せ
た
学
習
に
、
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
で
は
、「
地ふ

る
さ
と域
へ
思
い
を
寄
せ
る
子
ど
も
の
育

成
」を
通
じ
て
、
大
人
も
地
域
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
考
え
が
進
む
現
代
社
会
の
中
で
、
地
域
・
学
校
・

家
庭
の
ほ
ど
良
い
つ
な
が
り
、
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
の
カ

タ
チ
に
つ
い
て
、
協
議
会
で
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

問
：
９
月
₂₄
日
〜
₃₀
日
は
？

　
「
○
○
予
防
週
間
」

（
○
○
に
よ
り
１
日
に
４
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。）

※
９
月
27
日
㈮
締
切
り

○
応
募
方
法　

ク
イ
ズ
の
答
え
、「
広
報

み
か
わ
」へ
の
感
想
や
意
見
、
氏
名
、

住
所
を
書
い
て
、
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
66
︱

３
１
３
８
）で
応
募
く
だ

さ
い
。

広
報
ク
イ
ズ
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
当
選
者
の
発
表
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
名様

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

豚
串
・
焼
肉

ぶ
ー
ち
ゃ
ん

食
事
券（
５
０
０
円
）

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

浜
茶
屋
も
解
か
れ
て
誰
れ
も
居
な
い
海

工
藤
ひ
ろ
し

梅
干
す
や
旨
い
香
匂
う
昼
間
か
な

佐
藤　

誠
爾

墓
参
り
急
な
坂
道
笑
顔
か
な

斎
藤　
　

優

ひ
と
り
身
の
夕
餉
の
秋
刀
魚
味
気
な
し

曽
根　

啓
視

糸
ト
ン
ボ
窓
辺
の
我
を
誘
ひ
し
や

飯
野　

藤
子

蝉
穴
の
数
だ
け
命
飛
び
た
て
り

庄
野
す
み
れ

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
暑
苦
し
さ
に
耐
え
る
な
り

土
田　
　

秀

秋
暑
し
母
の
古
び
し
作
句
帖

春
山　

夏
海

い
つ
の
間
に
娘
来
て
お
り
昼
寝
覚

菅
原
た
け
お

秋
の
空
女
心
と
云
わ
る
る
も
逢
瀬
を
重
ね
忍
ぶ
恋
な
り

土
田　
　

秀

田
の
畦
を
草
刈
り
励
げ
む
若
き
人
秋
迎
へ
む
と
す
黄
金
の
波
は

齋
藤
与
次
雄

お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
た
ど
り
て
行
く
道
の
角
を
曲
れ
ば
百
日
紅
咲
く

佐
藤　
　

頴

煌
々
と
高
窓
に
見
る
秋
の
月
松
の
枝
振
り
お
も
む
き
あ
り
き

五
十
嵐
松
男

刈
り
し
草
香
り
な
つ
か
し
幼
日
の
兎
に
与
え
し
あ
の
日
の
か
を
り

佐
藤　

博
政

秋
立
つ
と
思
ひ
し
夜
半
に
目
覚
め
れ
ば
月
煌
々
と
闇
を
照
し
ぬ

佐
々
木
秀
子

俳
壇
・
歌
壇

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
い
た
だ
け
る
お
店
・
団
体
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
企
画
調
整
課（
☎
叅⓹
―
７
０
１
３
）ま
で
。

横山小学校�農業体験の様子
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　この講座は、生後5か月～1歳頃の赤ちゃんを
対象に実施しています。
　参加者らは、赤ちゃんとのスキンシップやエ
クササイズを楽しんでいました。

8/29
(木)

産前 ・産後サポート事業

ベビービクス講座

まちかど写真館

　三川町交通安全母の会が、夏の安全県民運動
の一環で、町内の学童保育所や運送業者へ事故
防止を呼び掛けました。この活動が事故減少に
つながることを期待します。

明るいやまがた夏の安全県民運動

事故防止を呼び掛け
8/2
(金)

この日は、小学校の夏休み期間中で、子育て支
援センターに多くの子どもたちが訪れました。

風鈴製作を目当てに来た子どもたちは、自分だ
けのかわいらしい風鈴を作って満足そうでした。

子育て支援センター
風鈴製作

8/7
(水)

（アソビバキッズみかわ）

（テオトル）

　バレーボール女子「アランマーレ山形」のス
ポーツ教室がテオトルで開催されました。庄内
地域の小学生以下約40人が参加し、選手らと一
緒に楽しく運動しました。

アランマーレ山形
スポーツ教室2024

8/2
(金)

主催：アランマーレ山形×庄内アソビバプロジェクト

　横山下町内会では、（一財）自治総合セン
ターの宝くじ社会貢献広報事業（コミュニ
ティ助成事業）を活用し、防災備品を整備
しました。
　整備した備品は、災害発生時の住民の一時避難場所や防災
訓練などにおける雨よけや熱中症対策などで活用されます。

【整備した備品】
　・防災用テント2張り（テントウエイト含む）

8/23
(金)

コミュニティ助成事業を活用し

防災用テントを整備（横山下）
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　庄内5市町と庄内保健所が連携し、いきいき健康フェア、
がん総合出張相談、庄内南部・北部がん検診受診向上キャ
ンペーンを合わせた「庄内健康フェア」を開催します。
　健康づくりのきっかけとして、ぜひご参加ください。
○日　時　10月12日㈯　午前10時～午後4時
○会　場　イオンモール三川
○�内　容　がんや健康等に関するパネル展示、血管年齢

測定等の体験コーナー、健康づくりスタンプラリー（景
品あり）、専門員による相談など

　日本は、海外に比べて結核の罹
り か ん

患
率・死亡率が高く、今でも 1 日に 28
人が罹患し、4人が命を落とすなど、
決して過去の病気ではありません。
　定期的に健康診断を受け、胸部エッ
クス線検査で結核の兆候がないか、
チェックしましょう。会社などで、
こうした検査がない場合は、町の検
診を受診してください。

◆次の症状が続く場合は、
　早めに医療機関を受診しましょう
◎せきが2週間以上長引く
◎たんや血たんが出る
◎体重が急に減少する　など

○問合せ先　健康福祉課 健康係　☎35－7032・7033

がんや健康について考えよう！
庄内健康フェア

9月24日～30日は
結核予防週間

※はがきでの対象者への個別通知は行っておりません。（接種時にはがきは不要です。）
○申請・問合せ先　健康福祉課 健康係　☎35－7032

費用を助成します新 型コロナワクチン 接 種
高齢者インフルエンザ予防接種

新型コロナワクチン接種 高齢者インフルエンザ予防接種

対　象

本町に住民登録があり、次のいずれかに当てはまる方
①満65歳以上
②満60～64歳で、次の機能に障害を有する（身体障害者手帳1級程度に該当）
・心臓　・腎臓　・呼吸器　・免疫（ヒト免疫不全ウイルスによる）

期　間 10月1日㈫～令和7年1月31日㈮

助成額

11,800円
住民税非課税世帯に該当する方は
12,800円（接種前の申請が必要）
※接種後の申請は不可

1,500円
住民税非課税世帯に該当する方は
2,000円（接種前の申請が必要）
※接種後の申請は不可

接種場所等
接種は医療機関での個別接種です。実施の
有無や接種費用は医療機関によって異なり
ますので、予約の際にご確認ください。

ほとんどの医療機関で接種を受けることが
できます。実施の有無や予約について各医
療機関へご確認ください。

持ち物 保険証（予診票は医療機関に備え付けられています。）

自己負担額は、医療機関が定める接種費用から上記金額を引いた金額です。

昨年度開催の様子
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お知らせ
Information
2024 September

催

₁0

①血管年齢測定　②体組成測定　③骨密度測定
④ベジチェック（手のひらの成分で野菜充足度がわかる）
⑤足指チェッカー（足指の挟む力で下肢筋力がわかる）
⑥自律神経チェッカー（ストレス度がわかる）

家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し
の

申
し
出
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
適
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
申
し
出
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
今
年
、
家
屋
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
を
し

た
後
に
、
町
の
確
認
を
受
け
て
い
な
い
方

◎
今
年
中
に
家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し

を
計
画
し
て
い
る
方

○
問
合
せ
先　

町
民
課
税
務
係

☎
35
︱
７
０
２
６

木
工
ク
ラ
フ
ト
体
験︵
無
料
︶

　

こ
の
事
業
は
「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

11
月
２
日
㈯

　

①
午
前
10
時
～
②
午
後
１
時
15
分
～

○
会　

場　

子
育
て
交
流
施
設
テ
オ
ト
ル

○
内　

容　

折
り
た
た
み
式
イ
ス
の
作
製

　
　
　
　
　
（
２
時
間
程
度
）

○
定　

員　

各
回
先
着
20
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

○
申
込
み
期
間　

９
月
24
日
㈫
～
10
月
11

日
㈮

○
問
合
せ
先　

産
業
振
興
課
農
政
係

☎
35
︱
７
０
１
８

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

︵
期
間
：
９
月
21
日
～
30
日
︶

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
日
没
が
早
ま
り
、

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事
故

が
多
く
発
生
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
を
意
識
し
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆
運
動
の
重
点

◎
反
射
材
用
品
等
の
着
用
促
進
や
安
全
な

横
断
方
法
の
実
践
等
に
よ
る
歩
行
者
の

交
通
事
故
防
止

◎
夕
暮
れ
時
以
降
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進
と
飲
酒
運

転
等
の
撲
滅

◎
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
促
進
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

○
問
合
せ
先　

総
務
課
危
機
管
理
係

☎
35
︱
７
０
１
０

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

●催＝催し　★講＝講座・講習会　▲募＝募集　■相＝相談　◆助＝補助・助成

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら
▼

▲�骨密度測定

○申込み・問合せ先　三川町地域包括支援センター（役場健康福祉課内）　☎35－703₁

　60歳以上の方を対象に、無理なく楽しくできる体力測定を実施します。ほかにもさまざまな健康
に関する測定が体験できます。ぜひ、介護予防と生活習慣病予防にお役立てください。
○日　時　10月4日㈮　午前⓽時～午後2時30分
○会　場　子育て交流施設テオトル
○検定料　500円(当日集金)
○持ち物　飲み物
　　　　　運動できる服装と履物でご来場ください。
○申込み締切り　⓽月27日㈮まで
※完全予約制です。希望時間をお知らせください。

【受付：午前⓽時から30分ごと（午後2時30分まで）】

対象 60歳以上

▲自律神経チェッカー

当日体験できる健康測定

元気が見える！わかる！

令和6年度 第2回　みかわ自立体力検定（秋コース）



催催 相

★講★講

₁₁

Information

2024.9.15

ア
フ
タ
ー
か
ら
だ
塾
公
開
講
座

健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防
、
介
護

予
防
の
た
め
の
運
動
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

○
日　

時

10
月
10
日
㈭　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

○
会　

場　

子
育
て
交
流
施
設
テ
オ
ト
ル

○
内　

容　

講
師
が
発
案
し
た
「
ジ
ョ
サ

ネ
棒
」
を
使
っ
た
運
動

○
講　

師　

ボ
デ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ジ
ム

パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
代
表
伊
藤
祐
輔
氏

○
持
ち
物　

飲
み
物
、
内
履
き
、
ジ
ョ
サ

ネ
棒
（
お
持
ち
の
方
）

○
申
込
み
締
切
り

10
月
１
日
㈫
ま
で

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

健
康
係

☎
35
︱
７
０
３
３

い
き
い
き
健
康
講
座

○
日　

時　

９
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時

○
会　

場　

三
川
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内　

容

～
つ
ら
い
腰
痛
、
足
の
し
び

れ
、
切
ら
ず
に
治
す
～
「
腰
の
ヘ
ル
ニ

ア
の
治
療
法
に
つ
い
て
」（
庄
内
余
目

病
院
せ
ぼ
ね
外
来
医
師
菅
原　

卓
氏
）

※
受
講
後
の
個
別
相
談
あ
り

○
定　

員　

先
着
40
人

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

健
康
係

☎
35
︱
７
０
３
２

つ
る
お
か
健
康
塾

○
日　

時　

９
月
28
日
㈯　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
会　

場　

鶴
岡
市
立
荘
内
病
院

　
　
　
　
　

３
階
講
堂

○
内　

容　

専
門
の
医
療
従
事
者
に
よ
る

健
康
に
つ
い
て
の
講
話

○
定　

員　

先
着
30
人

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

緩
和
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川

☎
26
︱
５
１
８
０

か
い
ひ
ん
秋
フ
ェ
ス
タ

○
日　

時

10
月
1⓽
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

○
内
容
・
定
員　

ク
ラ
フ
ト
、
焼
き
芋
、

丸
池
様
ガ
イ
ド
な
ど　

１
２
０
人

○
申
込
み
期
間　

９
月
20
日
㈮
午
前
９
時

～
10
月
５
日
㈯
午
後
５
時

○
問
合
せ
先　

海
浜
自
然
の
家

☎
０
２
３
４
︱
77
︱
２
１
６
６

相そ
の
他
の
お
知
ら
せ

庄内広域情報コーナー庄内広域情報コーナー 庄内庄内
酒田市美術館特別展
「－画業50年のあゆみ－
　　　　　　黒井健 絵本原画展」

　絵本画家・黒井健さんは、新見南吉の「ご
んぎつね」や「手ぶくろを買いに」、間所ひ
さこの「ころわん」シリーズなど、300冊以
上の児童文学や絵本の挿絵を描き続けてき
ました。本展覧会では代表作の原画や資料
など約200点を展示します。
○期　間　⓽月14日㈯～11月3日（日・祝）
　　　　　※期間中無休
○時　間　午前⓽時～午後5時
　　　　　（最終入館は午後4時30分）
○観覧料　一般1,200円、高校生600円、
　　　　　中学生以下無料
○会場・問合せ先　酒田市美術館

☎0234－31－00⓽5

ふじしま歴史文化講座
～国史跡旧東田川郡役所及び
　　　　　　　　郡会議事堂を知る～

○日　時　⓽月28日㈯　午後1時30分～
○会　場　東田川文化記念館
○講　師　小幡 知之 氏
　　　　　（山形工科短期大学校学校長）
○定　員　先着50人
○申込み締切り　⓽月20日㈮まで
○申込み・問合せ先　鶴岡市藤島庁舎総務企画課

☎64－5814

あつみ温泉お湯輿まつり
○日　時　10月5日㈯　午後3時～
○会　場 あつみ温泉朝市広場、足湯あんべ湯周辺
○内　容　 お湯輿巡行、巫女舞、子供獅子舞、鶴

岡中央高等学校天魄太鼓、キッチン
カー、打ち上げ花火

○問合せ先　まちづくりチームYUKAI
☎43－43⓽0

鶴岡市 酒田市

鶴岡市

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら
▼

詳
細
・
申
込
み
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
▼

ID:@mikawa-town

三川町公式LINEアカウント
行政情報やイベント情報を入手できるほか、ごみの出し方を調べ
ることができます！ 友だち追加はこちらから▶

詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
か
ら
▼
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災
協
会
☎
０
3
︱
６
２
６
３
︱
９
９
０

３
、（
一
社
）
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
︱
６
２
９
︱
８
４
７
７

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

○
期　

日

第
１
種

11
月
12
日
㈫
～
14
日
㈭

第
２
種

11
月
1⓽
日
㈫
～
21
日
㈭

○
会　

場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

○
定　

員

30
人

○
申
込
み
期
間

９
月
17
日
㈫
～
10
月
11
日
㈮

※
申
込
み
用
紙
は
、
消
防
本
部
お
よ
び
消
防

各
分
署
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、（
一
財
）
日

本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　
（
一
社
）
山
形

県
消
防
設
備
協
会　

☎
０
２
３
︱
６
２
９
︱
８
４
７
７

行
政
書
士
と
社
労
士
無
料
相
談
会

○
日　

時　

９
月
28
日
㈯　

午
後
１
時
～

５
時
（
最
終
受
付
：
午
後
４
時
）

○
会　

場　

庄
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー　

マ
リ
カ
東
館
研
修
室

○
内　

容

相
続
・
遺
言
、
在
留
資
格
、

外
国
人
雇
用
全
般
、
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
、

年
金
な
ど
の
ご
相
談（
事
前
予
約
必
要
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県
社
会
保

険
労
務
士
会

☎
０
２
３
︱
６
３
１
︱
２
９
５
９

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

○
日
時
・
定
員

10
月
４
日
㈮　

午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分　

先
着
６
人

○
申
込
み
開
始
日　

９
月
20
日
㈮
～

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
︱
26
︱
５
７
２
６

﹁
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
﹂結
婚
相
談
会

○
日　

時

10
月
13
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
45
分

○
内　

容　

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相

手
の
紹
介
な
ど
（
１
組
45
分
程
度
）

○
対　

象　

結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た
は

そ
の
家
族
（
先
着
５
組
）

○
申
込
み
締
切
り

10
月
９
日
㈬
ま
で

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

や
ま
が

た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内

支
所

☎
64
︱
８
８
９
５

●催＝催し　★講＝講座・講習会　▲募＝募集　■相＝相談　◆助＝補助・助成

が
ん
サ
ロ
ン﹁
ク
ロ
ー
バ
ー
﹂

　

ピ
ア
（
仲
間
）
や
、
が
ん
相
談
員
と
想

い
を
語
り
合
う
場
で
す
。

○
日　

時　

９
月
22
日
（
日
・
祝
）　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
対　

象　

が
ん
体
験
者
と
そ
の
家
族

○
会
場
・
問
合
せ
先　

庄
内
検
診
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
３
４
︱
26
︱
１
８
８
２

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ﹁
に
こ
っ
と
﹂

○
日　

時　

９
月
25
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

○
会　

場　

鶴
岡
市
立
荘
内
病
院　

９
階

い
ず
み
図
書
室
脇

○
内　

容　

が
ん
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と

の
対
話
（
病
気
や
生
活
の
こ
と
な
ど
）

○
対　

象　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
立
荘
内

病
院
地
域
医
療
連
携
室☎

26
︱
５
１
５
５

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　

詳
細
は
、（
一
財
）
日
本

防
火
・
防
災
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
期　

日

11
月
７
日
㈭
、
８
日
㈮

○
会　

場　

鶴
岡
市
勤
労
者
会
館

○
定　

員

76
人

○
申
込
み
期
間

９
月
24
日
㈫
～
10
月
１
日
㈫

○
問
合
せ
先　
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防

○問合せ先　山形県がん対策・健康長寿日本一推進課　☎023－630－2313

　山形県では、毎月 1⓽ 日を減塩・野菜の日に定め、
食事の「塩をへらすこと（減塩）」と、「野菜をしっかり
食べること（ベジアップ）」に取り組む“減塩・ベジアッ
ププロジェクト”を展開しています。

県ホームページでは、健康レシピを紹介
していますので、ぜひご活用ください▶ ▲「減塩チャレンジ

　　　あとマイナス3g」
▲「野菜を食べよう
　　　　　プラス1皿」

毎月19日は「減塩・野菜の日」

　三川誕生70周年
記念冊子の企画と
して、三川町内の
イチオシを募集しています。
　抽選でプレゼントも当たり
ますので、ぜひご協力くださ
い。

町内のイチオシ大募集！
❾/❷❺㈬まで
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ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

｢DX出張相談①｣第9回

　8月26日㈪、今年度から取り組みを始めたDX出張相談の第1回と
して、天神堂町内会・お楽しみサロンに伺ってきました。
　今回の出張相談はスマホをテーマに、悩みや不安、やってみたいこ
となど、ざっくばらんに話しをしながら進めました。
　参加者の皆さんは、仲間同士の連絡手段として「LINE」への関心が
高いようでした。また質問は、「グループ作成」「QRでの友だち追加」
「通知オフ」など、基本操作よりも1歩進んだ内容が多く、デジタルデバイドが今後着実に減少し
ていく時代の流れを感じました。
　一方で、LINEを使ったことがない方やスマホを利用していない方もいて、町としてさらなる
対策をより強力に迅速に講じる必要があることを再認識しました。
　今回参加された皆さんからは、「細かいことが聞けた」「気軽な感じで良かった」といった意見を
いただきましたが、まだまだ疑問や興味が尽きない様子でした。
　ぜひ第２回、第３回が、開催されることを期待しています。皆さまからのご依頼をお待ちして
います。

△ 人口の動き 

△

（令和6年8月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,017人（増減なし）　男3,429人（減2人）　女3,588人（増2人）
　増減の内訳　・転入17人・転出▲9人・出生2人・死亡▲10人
■世帯数／2,499戸（増4戸）

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和6年₈月届出 （敬称略）

菅原　栄子（₈3歳） 押切中町     

齋藤　品子（１０６歳） 竹 原 田    

荘司千代女（79歳） 横　　内

加藤　幸也（₈₄歳） 押切下町

宇野　仁一（72歳） 横 山 上

みかわんのみかわんの ワン

　8月26日㈪、今年度から取り組みを始めたDX出張相談の第1回と

みかわんのみかわんの ワンDX
はじめの1歩

8月分　2,155人

イオンモール三川�TEL�0235-68-1600�https://www.aeon.jp/sc/mikawa/

○問合せ先　企画調整課 企画調整係　☎35－7013

ご寄附ありがとうございました
　地域福祉活動に役立ててほしいと、次の方から
三川町社会福祉協議会にご寄附いただきました。
 昭和39年度　
三川中学校卒業喜寿の会 様
めん蔵イオン三川店 様
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食のみかわ おしながき
　　～食改さんの料理紹介 No.40 ～

　「食のみかわ　おしながき」は、食生活改善推進員
（通称：食改さん）による料理のレシピ紹介のコーナーです。

【作り方】
① 米をといで、水に30分程度浸して炊く。水加減は少し

少なめにする（すし酢を混ぜるため）。
②すし酢の調味料を器に入れてよく混ぜる。
③卵を器に割り入れ、砂糖と塩を加えてよく混ぜる。
④ フライパンにマヨネーズ小さじ1を入れて火にかけ、③

を入れて炒り卵を作る。
⑤ツナは汁をしっかり絞り、マヨネーズとあえる。
⑥ きゅうりに塩を振り、まな板で転がして板ずりをする。

塩を洗い流し、ヘタを落として縦に8等分に切る（うち
使用するのは6本）。ペーパーで水分を取る。

⑦ ボウルにごはんを入れ②を加え、うちわであおぎながら
切るように混ぜる。

⑧巻きすに焼きのりをのせる。
※ 焼きのりは、ザラザラの面を上にする。酢飯をのせる際、

上方3㎝ はのりしろとして残す。
⑨ 酢飯の1/3を手に取り、焼きのりの大きさにあわせて、

俵型のような横長に軽く形作ってから、⑧にのせて広げ
る。

⑩ ⑨の真ん中に④～⑥とカニカマを順にのせ、手前から
しっかり巻く。

⑪ 濡らしたペーパーで包丁をふきながら8等分に切り、皿
に盛り付ける。

サラダ巻き

〖㆒人分栄養量〗
エネルギー／652kcal　食塩相当量／2．⓽g

男の料理教室で作った料理です。

【材料（3本分）】
精白米……… 2合 カニカマ …… ⓽本
きゅうり…… 1本   卵 ………… 2個
焼きのり…… 3枚   砂糖 大さじ1/2
  ツナ（汁なし） … 100g   塩 ………… 少々
  マヨネーズ 大さじ3 マヨネーズ 小さじ1 

すし酢
 酢…60ml、砂糖…45g、塩…小さじ1

【作り方】
① 鍋に水と酒を入れて沸騰させ、ささみを入れて中まで火

を通す。火を止めて、粗熱が取れるまでそのままにする。
※ゆで汁は、使うので捨てない。
②①の粗熱が取れたら、ささみを食べやすい大きさに裂く。
③ きゅうりに塩を振り、まな板で転がして板ずりをする。

塩を洗い流し、ヘタを落として薄い輪切りにする。
④ みょうがは洗って縦半分に切り、薄い半月切りにして、

さっと水にさらす。
⑤ ①のゆで汁300mlをボウルに入れる（足りない分は水を

足す）。鶏がらスープの素を入れて溶かし、②～④を入
れて冷蔵庫で冷やす。

⑥ 大葉は洗って、くるくると巻いて千切りにし、さっと水
にさらす。

⑦ 食べる直前に⑤を冷蔵庫から取り出して器に盛り、⑥をのせる。

みょうが………………… 1本 大葉 ………………… 1枚
鶏がらスープの素… 小さじ2

鶏だし冷
ひ や じ る

汁

〖㆒人分栄養量〗
エネルギー／55kcal　食塩相当量／1．2g

男の料理教室で作った料理です。

【材料（2人分）】
ささみ……… 1本   水 ……… 400ml
きゅうり… 1/2本   酒 …… 大さじ1


